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議
長
就
任
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

５
月
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
議
会
議
長
に

推
挙
さ
れ
ま
し
た
。ま
こ
と
に
光
栄
で
あ
り
責

任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、昨
年
度
村
で
は
総
合
計
画
を
策
定
し
、10
年
後
の
村
の
あ
る
べ
き

姿
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
﹁
道
志
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
﹂

も
同
時
に
策
定
さ
れ
、
様
々
な
事
業
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
本
村
に
お
け
る
重
要
課
題
の
一
つ
に
人
口
減
少
問
題
が
あ

り
ま
す
。﹁
一
度
住
ん
で
み
ま
せ
ん
か
﹂
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
定
住

人
口
の
増
加
に
挑
戦
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、大
き
な
事
業
と
し
て
小
学
校
の
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。今
年
度

中
に
は
完
成
し
教
育
環
境
が
整
い
、小
中
一
貫
教
育
を
含
め
、地
域
に
合
っ

た
特
色
あ
る
教
育
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
学
校
建
設
に
は
多
額
の
費
用
が
か

か
っ
て
お
り
、
一
方
で
財
政
健
全
化
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
度
の
議
会
は
２
期
目
、３
期
目
の
経
験
者
が
半
数
い
ま
す
。議
会
の
活

性
化
、
見
え
る
化
な
ど
改
革
を
行
い
、
創
意
工
夫
と
努
力
を
積
み
重
ね
、
村

政
発
展
と
村
民
福
祉
の
向
上
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

長
田
村
長
を
は
じ
め
村
当
局
並
び
に
、
村
民
各
位
に
も
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
し
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

地
方
創
生
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

村
議
会
議
長

出
 
羽
 
和
 
平

議 長 出 羽 和 平

副議長 大 田 博 文

●正副議長

●委員会
委 員 会 名 委 員 長 副委員長 委   員

総務文教常任委員会 佐藤  進 杉本 孝正 佐藤 長久 出羽 和平 大田 博文

建設厚生常任委員会 佐藤 和彦 池谷 高明 菅谷 政文 山口 博康 佐藤 一仁

広報常任委員会 菅谷 政文 佐藤 長久 杉本 孝正 佐藤  進

議会運営委員会 山口 博康 佐藤  進 佐藤 和彦 菅谷 政文

議会議員研修をおこないました議会議員研修をおこないました
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おもな審議事項
●一般会計補正1億1446万円を追加、総額20億8602万円で議決

お も な 財 源 ・国庫支出金 ……………………………………………… 3 9 0 0万円

・県 支 出 金 ………………………………………………△ 2 0万円

・寄 付 金 ………………………………………………… 3 0万円

・繰 入 金 ……………………………………………… 3 0 3 0万円

・繰 越 金 ……………………………………………… 4 5 0 6万円

おもな使いみち ・総務管理費（横浜アンテナショッフ委託料など） … 4 5 3 3万円

・民 生 費（国保特別会計繰出金など） ……………… 1 6 5万円

・農林水産業費（地籍調査委託料など）…………………… 7 8万円

・土 木 費（残土処理場、立木の補償など） ……… 5 1 0 8万円

・商 工 費（盆踊りイベント費など） ………………… 4 6 0万円

●条例改正を議決
・条例改正 1件 重度心身障害児医療費助成対象者を窓口無料化にした。

おもな審議内容
●一般会計補正455万円を追加、総額19億7155万円で議決

お も な 財 源 ・分担金及び負担金 ………………………………………… 2 5 0万円

・繰 越 金 ………………………………………………… 2 0 5万円

おもな使いみち ・総 務 費（ＬED外灯調査費ほか）…………………… 2 0 5万円

・商 工 費（水源林取得百年記念） …………………… 2 5 0万円

横浜にアンテナショップを設立
野原～月夜野トンネル残土処理場確保へ

6月
定例会
６月定例会は６月７日から10日まで開催され、●１件の条例改正●２８年度

一般会計補正予算●２８年度2件の特別会計補正予算を審議可決しました。

7人の議員が一般質問し村政の考えを聞きました。

５月16日 平成28年第３回臨時会
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議案等の質疑議案等の質疑
本定例会で行った、協議会で
の質疑の一部を紹介します。

Ｑ観光客と住民との交流、
新しいイベントとは
●イベント内容は、ＰＲ方法は

Ａ 住民相互や帰郷者及び観光客との交流を
目的に実施する新たなイベント…８月開催
に向けて実行委員会を立ち上げを検討する。

Ｑトンネル残土処理場の確保は
●用地等の買収予算が計上されているが

Ａ 詳細設計を作成中、６月中に図面など引き
渡されるので、その後用地交渉。残土処理
場は４ヶ所を予定している。

Ｑ重度心身障害者医療費助成条例の
一部改正
●どのように改正されたのか

Ａ 障害児は、一旦窓口で精算していたものを、窓口
無料化方式になったので支払いの必要がなくなった。
対象障害児とは、１８歳に達する日以後の最初の
３月31日までの方。

残土処理場（予定地）残土処理場（予定地）

交付する受給者証交付する受給者証

昨年度実施の盆踊り大会昨年度実施の盆踊り大会
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６月定例会一般質問一覧

７
人
の
議
員
が
質
問

・
本
文
掲
載
は
要
旨
の
み
で
す
。

・
再
質
問
は
議
事
録
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

・
議
事
録
は
議
会
事
務
局
で
、

８
月
上
旬
ご
ろ
閲
覧
で
き
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

・
次
回
定
例
会
は
９
月
に
開
催
し

ま
す
。

・
傍
聴
の
定
員

本
会
議
10
人
︵
席
の
都
合
上
︶

・
６
月
定
例
会
の
傍
聴
実
績

本
会
議
６
人

・
問
合
せ
 
議
会
事
務
局

☎
０
５
５
４
︲
52
︲
２
１
１
２

村
政
を
問
う

村
政
を
問
う

村
政
を
問
う

一
般
質
問  

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問  

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問  

こ
こ
が
聞
き
た
い

※
一
般
質
問
と
は
、議
員

が
自
分
の
考
え
や
住
民

か
ら
の
要
望
な
ど
を
、村

長
や
教
育
長
な
ど
の
行

政
に
問
う
こ
と
で
す
。

■佐藤 和彦 議員
１. 大規模災害発生時の対策は

■池谷 高明 議員
１. ２０年ぶりの村議会選挙の感想は
２. 老朽化した観光施設の見直しが必要では

■佐藤 一仁 議員
１. 村長公約の進行状況は
２. 地域密着型老人福祉施設の進捗状況は
３. 重点施策の取り組みは

■佐藤 長久 議員
１. 市町村合併問題に対する村長の認識は
２. 村政における２元代表制に対する村長の認識は

■佐藤  進 議員
１. なぜ道志村だけ回答しないのか
２. 地域協議会と村が体験学習の誘致活動が出来ないか

■菅谷 政文 議員
１. 村独自の強靭化計画の設定は
２. 道の駅どうしのＰＲについての提案

■山口 博康 議員
１. 野原・大渡・月夜野トンネルの進捗は
２. 子育て支援対策に対しての取り組みは
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Q

佐
藤村

の
防
災
対
策
に
つ

い
て
、
大
規
模
な
災
害

発
生
時
の
、
職
員
を
含

む
初
動
体
制
の
確
立
は
。

村
長本

村
は
、
多
種
の
自

然
災
害
が
発
生
し
や
す

い
自
然
条
件
下
に
あ
り

ま
す
。

東
北
や
熊
本
地
震
、

ま
た
浅
間
山
噴
火
の
災

害
を
教
訓
に
各
種
防
災

対
策
、
及
び
災
害
復
旧

対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

総
務
課
長

災
害
時
の
初
動
体
制

は
、
平
成
24
年
度
に
策

定
し
た
﹁
道
志
村
地
域

防
災
計
画
﹂
、﹁
道
志
村

災
害
応
急
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
﹂の
通
り
、村
長
を

本
部
長
、
教
育
長
を
副

本
部
長
と
し
て
、
各
課

の
職
員
を
総
務
部
・
住

民
健
康
部
・
産
業
振
興

部
・
教
育
部
に
配
属
し
、

消
防
、
警
察
関
係
者
を

交
え
て
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
、情
報
収
集
、

対
策
の
協
議
等
、
役
割

分
担
に
則
っ
た
対
策
を

講
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
次
災
害
の

恐
れ
が
あ
る
場
合
も
、

避
難
準
備
情
報
・
避
難

勧
告
・
避
難
指
示
を
住

民
に
伝
達
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

避
難
所
と
表
示
板

も
見
直
し
が
必
要

で
は

防
災
計
画
の
見
直

し
を
検
討

村
長防

災
計
画
で
は
指
定

避
難
所
が
12
箇
所
、
予

備
避
難
所
が
９
箇
所
・

一
時
避
難
所
は
31
箇
所

あ
り
ま
す
。

26
、
27
年
度
の
防
災

訓
練
で
実
施
し
た
図
上

訓
練
の
結
果
や
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
考
慮
し
、

見
直
し
の
検
討
を
考
え

て
い
ま
す
。

調
査
を
希
望
す
る

住
民
に
助
成
し
て

簡
易
的
な
耐
震
調

査
の
考
え
は

診
断
は
無
料
、

工
事
費
は
助
成

産
業
振
興
課
長

村
で
は
昭
和
56
年
５

月
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅
を
対
象
に
、
無
料

で
耐
震
診
断
を
行
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
度
ま
で

に
65
件
の
調
査
を
実
施

し
各
戸
に
報
告
し
て
い

ま
す
。
耐
震
工
事
も
助

成
し
て
い
ま
す
。

池
之
原
橋
と
谷
相

橋
の
耐
震
化
の
計

画
は

国
道
の
改
良
工
事
と

の
関
係
で
検
討
中

産
業
振
興
課
長

村
道
谷
相
～
池
之
原

線
及
び
室
久
保
線
は
重

要
な
路
線
と
し
て
拡
幅

改
良
を
実
施
し
て
い
ま

す
。村

道
の
全
橋
梁
で
点

検
を
実
施
し
、
長
寿
命

化
修
繕
計
画
を
作
成
し

て
あ
り
、
池
之
原
橋
・

谷
相
橋
と
も
修
繕
す
べ

き
個
所
及
び
耐
震
工
事

の
必
要
性
に
つ
い
て
も

把
握
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
池
の
原
橋
付

近
の
国
道
改
良
を
要
望

し
て
い
る
た
め
に
村
道

の
取
付
け
位
置
が
変
わ

り
、
橋
の
設
置
個
所
の

変
更
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
修
繕
及
び
耐
震
工

事
の
実
施
を
先
送
り
し

他
の
橋
の
修
繕
を
優
先

し
て
い
る
状
況
で
す
。

今
後
も
県
建
設
事
務

所
と
国
道
の
改
良
時
期

な
ど
協
議
を
進
め
る
中

で
検
討
し
て
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

佐藤和彦  議員
かずひこ

佐藤和彦  議員
かずひこ

Ｑ

Ａ

大規模災害発生時の
対策は
道志村地域防災計画にて対応

Ａ

QＡ

QＡ

地域防災計画とハザードマップ地域防災計画とハザードマップ
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池
谷20

年
ぶ
り
に
行
わ
れ

た
議
会
議
員
選
挙
は
村

民
の
関
心
も
あ
り
高
い

投
票
率
で
し
た
。

今
回
の
選
挙
を
ど
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
か
。

村
長４

月
24
日
に
行
わ
れ

た
、
村
議
会
議
員
選
挙

は
９
３
．
５
８
％
と
高

い
投
票
率
で
あ
り
、
村

民
の
議
会
に
対
す
る
期

待
の
大
き
さ
が
う
か
が

え
、
ま
た
候
補
者
が
村

の
現
状
を
よ
く
見
て
道

志
村
の
未
来
を
考
え
た

政
策
を
訴
え
た
結
果
だ

と
思
い
ま
す
。

総
合
戦
略
事
業
の

最
優
先
事
業
は

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
の
発
行

産
業
振
興
課
長

総
合
戦
略
事
業
の
中

で
観
光
振
興
関
係
事
業

に
お
い
て
最
優
先
に
行

う
こ
と
は
﹁
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
の
発

行
﹂・﹁
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
の
開
設
、運
営
﹂事

業
で
す
。

﹁
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
の
発
行
﹂
事
業

は
７
月
に
販
売
を
行

い
、
今
回
は
村
外
の
方

も
購
入
可
能
と
し
、
利

用
可
能
店
舗
も
民
宿
・

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
に
登

録
し
て
い
た
だ
き
、
交

流
人
口
の
増
加
や
消
費

喚
起
等
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

老
朽
化
し
た
観
光

施
設
の
見
直
し
が

必
要
で
は

公
共
施
設
管
理
計

画
を
作
成

産
業
振
興
課
長

老
朽
化
し
た
観
光
施

設
の
取
り
扱
い
で
す
が
、

数
年
前
よ
り
水
源
の
森
、

野
外
音
楽
堂
が
使
用
で

き
な
い
状
態
に
あ
り
、

ま
た
本
年
度
か
ら
は
グ

リ
ー
ン
ロ
ッ
ジ
が
閉
鎖

さ
れ
ま
し
た
。
と
も
に

老
齢
化
が
著
し
く
修
繕

に
は
多
大
な
予
算
が
必

要
に
な
る
こ
と
や
、
修

繕
費
用
に
見
合
っ
た
効

果
を
得
る
こ
と
は
難
し

い
と
の
判
断
か
ら
取
り

壊
す
方
向
で
考
え
て
い

ま
す
。

本
年
度
中
に
公
共
施

設
管
理
計
画
を
作
成
し
、

解
体
費
用
に
も
起
債
を

充
当
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
予
算
を

確
保
し
や
す
く
な
る
た

め
、
計
画
的
な
管
理
を

し
な
が
ら
村
の
負
担
を

軽
減
し
て
い
く
予
定
で

す
。

観
光
施
策
で
オ
リ

ジ
ナ
ル
事
業
は

横
浜
に
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
開
設

産
業
振
興
課
長

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
事
業

で
す
が
、
道
志
村
の
特

色
と
し
て
横
浜
市
の
水

源
地
で
あ
り
、
特
に
本

年
度
は
水
源
林
取
得
か

ら
１
０
０
年
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
横
浜
市
民

向
け
に
観
光
キ
ャ
ラ
バ

ン
を
多
く
予
定
し
て
お

り
。
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
の
開
設
は
、
町
村
で

は
珍
し
い
取
り
組
み
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

池谷高明  議員
たかあき

池谷高明  議員
たかあき

Ｑ

Ａ

２０年ぶりの村議会
議員選挙の感想は
村民の議会に対する期待の大きさ

QＡ

QＡ

QＡ

現在、使用禁止中の音楽堂現在、使用禁止中の音楽堂



議会だより  No.31（8）

佐
藤県

道
、
道
志
～
都
留

線
の
防
災
ト
ン
ネ
ル
に

つ
い
て
推
進
体
制
と
そ

の
要
望
は
。

村
長平

成
26
年
11
月
に
主

要
地
方
道
都
留
道
志
線

道
坂
ト
ン
ネ
ル
建
設
期

成
同
盟
会
を
設
立
し
、

平
成
27
年
７
月
に
山
梨

県
道
路
整
備
促
進
協
会

に
加
盟
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
建
設
期
成

同
盟
会
長
、
副
会
長
で

富
士
東
部
建
設
事
務
所

長
、
及
び
県
土
整
備
部

長
に
ト
ン
ネ
ル
建
設
に

つ
い
て
の
要
望
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

山
梨
県
と
し
て
は
、

現
在
進
め
て
い
る
野
原

～
月
夜
野
間
ト
ン
ネ
ル

を
最
優
先
に
完
成
さ
せ
、

そ
の
後
に
富
士
山
噴
火

時
の
防
災
上
で
も
重
要

で
あ
る
道
坂
ト
ン
ネ
ル

の
建
設
を
検
討
す
る
の

で
、
継
続
し
て
要
望
活

動
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
の
助
言
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

①
地
域
密
着
型
老

人
福
祉
施
設
の

進
捗
状
況
は

②
ベ
ツ
ト
数
が
20

人
規
模
と
な
っ

た
経
緯
は

③
雇
用
人
数
は

④
関
連
事
業
は

事
業
者
と
最
終
的

な
協
議
、
打
ち
合

わ
せ
中

村
長

①
平
成
27
年
10
月
21
日

に
事
業
者
を
決
定
し
て

以
来
、現
在
、最
終
的
な

協
議
、
打
合
せ
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

補
助
金
交
付
者
で
あ
る

国
、
県
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
早
期
に
着
工

し
、
平
成
29
年
４
月
以

降
の
早
い
時
期
に
運
用

開
始
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

②
こ
の
施
設
は
、
定
員

29
人
ま
で
認
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
す
が
、
道

志
村
の
介
護
認
定
者
を

は
じ
め
、
施
設
利
用
者

及
び
待
機
者
等
か
ら
検

討
、協
議
し
た
結
果
、実

情
を
考
慮
し
た
20
人
定

員
と
し
て
整
備
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

③
雇
用
の
創
出
に
つ
い

は
、
地
域
密
着
型
老
人

福
祉
施
設
の
職
員
配
置

計
画
で
20
人
程
度
と
提

示
さ
れ
お
り
、
複
合
施

設
で
は
、
こ
れ
以
上
の

雇
用
創
出
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

④
福
祉
施
設
の
関
連
事

業
に
つ
い
て
は
福
祉
施

策
の
複
合
施
設
と
し
て
、

例
え
ば
﹁
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
﹂

な
ど
の
福
祉
施
設
の
誘

致
を
考
え
て
い
ま
す
。

村
長
の
掲
げ
る﹁
住

ん
で
み
た
い
村
、

住
ん
で
よ
か
っ
た

村
﹂
の
重
点
的
施

策
と
そ
の
進
捗
状

況
は

基
本
計
画
に
掲
げ

た
施
策
を
実
施

村
長﹁

住
ん
で
み
た
い
む

ら
、
住
ん
で
よ
か
っ
た

村
﹂実
現
に
向
け﹁
高
齢

者
が
安
心
で
き
る
村
づ

く
り
﹂﹁
子
育
て
に
や
さ

し
い
村
づ
く
り
﹂﹁
安
全

で
住
み
よ
い
村
づ
く

り
﹂
を
進
め
て
き
ま
し

た
。﹁

高
齢
者
が
安
心
で

き
る
村
づ
く
り
﹂で
は
、

﹁
地
域
密
着
型
老
人
福

祉
施
設
﹂
の
誘
致
を
積

極
的
に
進
め
て
き
ま
し

た
。

﹁
子
育
て
に
や
さ
し
い

村
づ
く
り
﹂で
は
、任
意

予
防
接
種
の
助
成
、
す

こ
や
か
子
育
て
医
療
費

助
成
事
業
の
年
齢
の
拡

充
、
母
子
交
流
の
場
の

提
供
等
に
よ
り
、
子
育

て
支
援
を
積
極
的
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
昨
年
度
策
定

し
た
、
平
成
28
年
度
か

ら
10
年
間
の
道
志
村
総

合
計
画
の
将
来
像
で
あ

る
﹁
人
と
自
然
が
輝
く

水
源
の
郷
 
住
ん
で
み

た
い
村
 
住
ん
で
よ
か

っ
た
村
﹂
に
向
け
基
本

計
画
に
掲
げ
た
施
策
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

佐藤一仁  議員佐藤一仁  議員
かずひとかずひと

Ｑ

Ａ

村長公約の進行
状況は
新総合計画に基づき実行していく

QＡ

QＡ



（9）平成28年７月１日発行

佐
藤

①
平
成
の
大
合
併
に
対

す
る
認
識
は

②
現
時
点
で
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か

③
市
町
村
合
併
に
よ
っ

て
、
住
人
の
一
体
感

が
高
ま
り
自
治
体
の

運
営
が
順
調
に
進
行

し
て
い
る
自
治
体
を

知
っ
て
い
る
か
。

村
長

①
市
町
村
合
併
問
題
に

対
す
る
私
の
認
識
は
、

国
の
政
策
と
し
て
、
平

成
11
年
か
ら
全
国
で
、

市
町
村
合
併
の
動
き
が

活
発
と
な
り
、道
志
村
も

平
成
16
年
都
留
市
と
の

任
意
合
併
協
議
会
を
設

置
し
、
そ
の
方
向
性
を

検
討
し
ま
し
た
が
、
同

年
に
行
わ
れ
た
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

を
受
け
、
単
独
存
続
の

道
を
選
択
し
た
訳
で
す
。

当
時
は
、
国
か
ら
の

特
例
債
も
あ
り
、
合
併

に
つ
い
て
検
討
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

②
現
在
は
、
国
も
地
方

に
光
を
当
て
た
政
策
を

進
め
て
い
ま
す
。
合
併

論
議
に
つ
い
て
は
、
過

去
の
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
し
、現
在
は
、地

域
振
興
に
邁
進
す
る
の

み
で
す
。

③
自
治
体
の
合
併
後
の

成
功
例
に
つ
い
て
は
、

検
証
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

村
政
に
お
け
る
二

元
代
表
制
に
対
す

る
村
長
の
認
識
は

①
首
長
及
び
村
議
会

の
役
割
は

②
職
員
の
役
割
は

首
長
、
議
員
が
切

磋
琢
磨
す
る
こ
と

が
必
要

村
長

①
住
民
が
直
接
選
挙
で
、

首
長
と
議
会
の
議
員
を

別
々
に
選
ぶ
制
度
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
首

長
が
自
治
体
の
執
行
権

者
と
し
て
、
予
算
や
条

例
な
ど
の
議
案
提
出
や

予
算
の
執
行
権
を
有
し
、

直
接
行
政
運
営
を
行
う

の
に
対
し
、
議
会
は
議

案
の
議
決
な
ど
で
、
首

長
の
行
政
運
営
を
監
視

す
る
立
場
に
あ
る
と
考

え
ま
す
。

二
元
代
表
制
に
お
い

て
議
会
と
首
長
は
、
よ

り
良
い
地
域
を
つ
く
る

た
め
に
、
両
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
、

住
民
の
声
を
聞
き
な
が

ら
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と

が
地
域
の
代
表
者
と
し

て
、
あ
る
べ
き
姿
だ
と

考
え
ま
す
。

②
職
員
に
つ
い
て
は
、

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、

首
長
の
行
政
運
営
を
補

佐
す
る
立
場
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

QＡ

水越茂広  議員佐藤長久  議員
ながひさ

佐藤長久  議員
ながひさ

Ｑ

Ａ

市町村合併問題に
対する村長の認識は
合併議論は過去のもの
現在は地域振興に邁進
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佐
藤４

月
30
日
の
山
梨
日

日
新
聞
に
２
０
２
０
年

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
関
す
る
共
同

通
信
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
記
事
の
最
後
に

﹁
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
道

志
村
を
除
く
県
内
26
市

町
村
が
回
答
し
た
﹂
と

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
記
事
を
見
た
村
民

か
ら
﹁
な
ぜ
道
志
村
だ

け
回
答
し
な
い
の
か
﹂

と
の
声
も
聞
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
全
国
規
模

で
実
施
し
て
い
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
し
な
か

っ
た
理
由
は
。

総
務
課
長

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
共
同
通
信

社
が
４
月
８
日
ま
で
の

期
日
で
実
施
し
、
山
梨

日
々
新
聞
で
４
月
30
日

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で

４
月
８
日
の
時
点
で
は
、

対
応
に
つ
い
て
、
検
討

が
行
き
届
か
ず
、
４
月

28
日
に
山
梨
日
日
新
聞

社
か
ら
掲
載
に
向
け
て
、

再
回
答
を
求
め
ら
れ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
回
答
し

た
が
何
か
の
手
違
い
に

よ
り
、
掲
載
に
は
い
た

ら
な
か
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
、

自
治
体
に
担
当
部
署
を

置
い
て
い
る
か
、
海
外

競
技
チ
ー
ム
や
日
本
代

表
チ
ー
ム
の
事
前
合
宿

を
誘
致
す
る
か
・
東
京

五
輪
へ
の
関
与
に
つ
い

て
等
の
内
容
で
し
た
。

東
京
に
近
い
本
村
の

立
地
を
考
え
ま
す
と
、

何
か
の
形
で
参
加
、
協

力
を
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

し
、
村
の
情
報
発
信
の

良
い
機
会
だ
と
も
考
え
、

今
後
対
応
を
協
議
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

観
光
協
会
、
地
域

協
議
会
は
、
お
も
に

横
浜
市
の
小
中
学
校

の
体
験
学
習
の
受
け

入
れ
を
行
い
、
年
間

約
15
校
位
の
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

横
浜
市
と
本
村
は

﹁
横
浜
市
民
ふ
る
さ

と
村
﹂
の
協
定
を
結

ん
で
い
ま
す
が
、
こ

う
し
た
事
を
も
と
に
、

村
は
受
け
入
れ
誘
致

が
出
来
な
い
か

地
域
協
議
会
と
協
力

産
業
振
興
課
長

体
験
学
習
は
、
平
成

26
年
度
に
17
校
、
平
成

27
年
度
は
20
校
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。

地
域
協
議
会
に
補
助

金
を
交
付
し
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
村

で
も
例
年
、
年
度
当
初

に
横
浜
市
役
所
を
訪
ね
、

観
光
に
つ
い
て
の
協
力

要
請
を
す
る
な
か
で
要

望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

横
浜
市
内
の
全
小
中
学

校
に
チ
ラ
シ
の
配
布
、

ま
た
市
内
の
校
長
会
で

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
小
中
学

生
の
う
ち
か
ら
道
志
村

に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
は
将
来
的
に

大
き
な
プ
ラ
ス
と
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
の

で
、
今
後
も
引
き
続
き

村
と
地
域
協
議
会
で
協

力
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

Ａ Q

すすむ

佐藤　進  議員
すすむ

佐藤　進  議員

誘致連絡会で横断幕設置（忍野小）誘致連絡会で横断幕設置（忍野小）

Ｑ

Ａ再回答したが、手違いにより

なぜ道志村だけ回答
しないのか
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菅
谷都

留
、
道
志
線
の
防

災
ト
ン
ネ
ル
建
設
に

は
、国
の
強
靭
化
計
画
、

県
の
防
災
計
画
に
則
し

た
﹁
道
志
村
独
自
の
強

靭
化
計
画
﹂を
作
成
し
、

防
災
ト
ン
ネ
ル
も
そ
の

中
に
位
置
づ
け
る
考
え

は
。

村
長本

年
度
中
に
地
域
の

防
災
対
策
と
し
て
ま

た
、
地
域
振
興
の
た
め

に
﹁
道
志
村
強
靱
化
計

画
﹂
を
作
成
し
、
美
し

く
、強
く
、し
な
や
か
な

地
域
の
建
設
に
役
立
て

た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

た
、こ
の
計
画
は
、

道
志
村
に
お
け
る
自
然

条
件
、
地
理
的
条
件
等

を
加
味
し
、
東
海
沖
地

震
、
富
士
山
噴
火
な
ど

自
然
災
害
へ
の
対
策
へ

の
意
味
合
い
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
災
害
時
に
お

け
る
避
難
路
の
位
置
づ

け
も
行
う
こ
と
と
し
、

村
内
外
に
向
け
て
、
防

災
ト
ン
ネ
ル
建
設
の
必

要
性
を
訴
え
て
参
り
た

い
と
考
え
ま
す
。

昨
年
は
﹁
い
っ
て

よ
か
っ
た
道
の
駅
ラ

ン
キ
ン
グ
﹂
で
全
国

11
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ

さ
れ
ま
し
た
、
訪
れ

た
利
用
者
や
村
民
に

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
横

断
幕
の
設
置
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

は
効
果
的
な
宣
伝
方

法
を
考
え
る

産
業
振
興
課
長

昨
年
度
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
口
コ
ミ
サ
イ
ト

の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い

て
全
国
11
位
に
選
ば

れ
、
非
常
に
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

口
コ
ミ
の
内
容
の
多

く
が
道
志
川
の
清
流
、

春
の
青
葉
や
秋
の
紅
葉

な
ど
自
然
環
境
の
美
し

さ
や
、
販
売
さ
れ
て
い

る
新
鮮
な
野
菜
や
ク
レ

ソ
ン
を
使
っ
た
料
理
が

人
気
で
あ
る
と
感
じ
ま

す
。道

の
駅
周
辺
は
景
観

重
点
地
区
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
横
断
幕
な
ど

の
設
置
は
景
観
を
損
ね

逆
効
果
に
な
る
恐
れ
も

あ
る
の
で
設
置
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
は

容
易
で
あ
り
、
効
果
も

期
待
で
き
る
の
で
道
の

駅
に
要
請
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
年
も
上
位

に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
る

よ
う
で
あ
れ
ば
よ
り
効

果
的
な
宣
伝
方
法
も
検

討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。﹁

再
質
問
あ
り
﹂

水越茂広  議員菅谷政文  議員
まさふみ

菅谷政文  議員
まさふみ

Q

Ｑ村独自の強靭化計画
の設定は

Ａ

道坂トンネルは災害時における避難路の位置づけを行う道坂トンネルは災害時における避難路の位置づけを行う

Ａ道志村強靭化計画の実施に向けスタートへ
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山
口野

原
・
大
渡
・
月
夜

野
間
ト
ン
ネ
ル
の
用
地

交
渉
で
、
今
年
度
土
地

の
買
収
交
渉
が
始
ま
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
具

体
的
な
日
程
や
、
ど
こ

か
ら
始
め
る
か
。ま
た
、

残
土
処
理
に
つ
い
て
具

体
的
な
情
報
は
あ
る
か
。

産
業
振
興
課
長

各
地
域
の
同
意
を
得

て
、
現
在
は
土
地
の
買

収
交
渉
に
移
っ
て
い
ま

す
。
野
原
側
入
り
口
に

つ
い
て
は
ス
ム
ー
ズ
に

進
ん
で
お
り
、
月
夜
野

側
も
順
次
交
渉
を
進
め

て
い
ま
す
。
大
渡
地
区

に
お
い
て
は
法
面
の
詳

細
設
計
の
見
直
し
を
し

て
お
り
、
買
収
に
関
す

る
説
明
会
実
施
後
、
８

月
か
ら
交
渉
に
入
る
予

定
で
す
。
同
時
進
行
で

税
務
署
と
の
課
税
に
関

す
る
打
合
せ
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

残
土
処
理
場
は

詳
細
設
計
を
作
成
中

産
業
振
興
課
長

残
土
処
理
場
に
つ
い

て
は
現
在
建
設
事
務
所

で
詳
細
設
計
を
作
成
し

て
お
り
６
月
中
に
も
詳

細
図
面
な
ど
一
式
引
渡

し
を
受
け
る
予
定
で
す
。 

平
成
28
年
度
中
に
は

す
べ
て
の
土
地
買
収
を

終
了
し
、
平
成
29
年
２

月
～
３
月
に
は
大
渡
地

区
か
ら
工
事
着
工
で
き

る
よ
う
に
進
め
て
い
ま

す
。村

内
に
は
、
幼
児

が
遊
べ
る
よ
う
な
、

公
園
が
な
く
近
隣
市

町
村
の
公
園
や
、
キ

ッ
ズ
ラ
ン
ド
等
の
有

料
施
設
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
若
い
お
母

さ
ん
達
の
集
い
で
は
、

常
に
遊
具
の
あ
る
、

公
園
整
備
が
話
題
に

な
る
よ
う
で
す
。
多

く
の
村
民
よ
り
要
望

が
あ
り
、
設
置
の
必

要
性
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。
一
歩
前
進
す

る
よ
う
強
く
要
望
し

ま
す財

源
確
保
に
努
め
る

村
長平

成
27
年
度
か
ら
31

年
度
ま
で
の
﹁
道
志
村

子
ど
も
子
育
て
支
援
事

業
計
画
﹂
と
共
に
平
成

28
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
﹁
総
合
計
画
並
び

に
総
合
戦
略
﹂
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策

の
中
に
位
置
付
け
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の
遊
び
場
、

公
園
整
備
や
遊
具
の
設

置
に
つ
い
て
は
、現
在
、

や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
の

駐
車
場
内
に
あ
る
芝
生

公
園
や
道
の
駅
周
辺
の

農
村
公
園
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、平
成

27
年
度
に
は
善
之
木
小

学
校
跡
地
を
利
活
用
し

た
芝
生
公
園
を
整
備
し

ま
し
た
が
、
整
備
補
助

金
の
要
件
か
ら
遊
具
等

に
つ
い
て
は
、
未
整
備

で
す
。

今
後
は
公
園
施
設
内

に
安
全
な
遊
具
を
設
置

す
る
こ
と
や
、
学
校
跡

地
の
利
活
用
な
ど
に
よ

り
、
必
要
な
公
園
整
備

と
遊
具
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
子
育
て
環
境
の

面
か
ら
も
優
先
順
位
が

高
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
財
源
確
保
に
努

め
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

山口博康  議員
ひろやす

山口博康  議員
ひろやす

Ｑ

Ａ

野原・大渡・月夜野間
トンネルの進捗は
現在は土地の買収交渉に移っている

QQ Ａ

Ａ

整備された善之木ポケットパーク整備された善之木ポケットパーク
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私達議員にとりましては、この研修会を通し議
会の使命、議員の職責、議会の権限等を知ることが
でき改めて議会議員として、身が引き締まる研修
会になりました。この研修会を元に、これからは住
民の代表者として、住民に恥じないように議員活
動をしていきたいと思います。

議会活動報告

自治会館にて、自治功労者表彰式、町村議会議員研
修会に参加してきました。特別功労者(２名)、第 30
回広報全国コンクールにおいて昭和町議会だよりが
総合４位になりました。
町村議会表彰に、忍野村議会が表彰されました。
表彰の後は、「住民自治を推進する議会 18歳選挙

権年齢に引き下げを踏まえて－」をテーマに山梨学
院大学法学部教授の江藤俊昭氏の講演を全員熱心に
受講してきました。

●町村議会議員研修会参加

●道志村議会議員研修会

平成28年５月26日

平成28年５月20日

全国町村議長会主催の研修会に参加しました。
特別表彰された神奈川県大磯議会、長野県飯綱町

議会の議会活性化の取り組みについて発表がありま
した。議会改革は、議員の意識改革でもあり持続的・
継続的に実践を積み上げ活動を定着させることが重
要。定数、報酬削減は議会改革ではないとの話が印象
的でした。
２日目は、読売新聞特別編集員の橋本五郎氏の時

局講演がありました。

●町村議会議長・副議長研修（中野サンプラザホール） ５月30～31日

町村議長会花輪局長による研修町村議長会花輪局長による研修

自治会館にて研修自治会館にて研修

パネルディスカッションの様子パネルディスカッションの様子
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早期の対応と万全の注意を
望む。

第２次協力隊の受け入れにつ
いて、６次産業化を図る目的
が明確になったので早めに実
現が図れるよう対策が必要。

その結果今は

議会の考え

あの一般質問は今・・・

１．村としての支援は、住居の確保、
共同利用による車輌の確保、機
具、備品の提供、起業化支援、PR
を行ってきた。

２．第一次協力隊については定住化
起業化に結び付いている。

財源との関連で未了の事項について
は、今年度予算化されたので年度内
に対応する。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ

の
支
援
は

村
と
し
て
各
人
に
単
独
支

援
し
て
定
住
し
て
も
ら
う

こ
と
は
考
え
て
な
い
。

質
問

答
弁

平
成
26
年
12
月
定
例
会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ー
対
策
は

職
員
研
修
の
実
施
、
村
特

定
情
報
保
護
条
例
の
制
定
、

国
の
基
準
に
適
合
す
る
ウ

イ
ル
ス
対
策
を
実
施
す
る
。

質
問

答
弁

平
成
27
年
９
月
定
例
会
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紹

介
しょうかい

道
志
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

本
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
一

環
と
し
て
、
ゴ
ル
フ
の

技
術
向
上
、
マ
ナ
ー
の

習
得
と
共
に
、
村
民
の

親
睦
と
融
和
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
２

年
村
内
の
企
業
経
営
者

有
志
が
発
起
人
と
な

り
、
ゴ
ル
フ
愛
好
者
の

熱
意
で
発
足
し
ま
し

た
。発

足
当
初
は
、
い
わ

ゆ
る﹁
バ
ブ
ル
﹂景
気
の

時
代
で
ゴ
ル
フ
人
口
も

多
く
特
に
第
１
回
目
の

大
会
は
約
１
５
０
名
を

超
え
る
ゴ
ル
フ
の
愛
好

者
が
集
ま
り
、会
場
も
、

２
つ
の
ゴ
ル
フ
場
に
分

か
れ
て
競
技
を
し
、
終

了
後
の
表
彰
式
・
懇
親

会
は
道
志
水
源
の
森
で

発
足
の
祝
賀
を
兼
ね
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。以

来
、
年
１
回
の
村

民
ゴ
ル
フ
大
会
が
続
け

ら
れ
、昨
年
、第
25
回
の

記
念
大
会
を
78
名
の
参

加
を
得
て
行
い
ま
し

た
。道

志
村
民
ゴ
ル
フ
大

会
は
、
コ
ー
ス
の
途
中

に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ホ
ー

ル
を
設
け
て
参
加
者
の

好
意
に
よ
り
募
金
を
頂

戴
し
て
道
志
村
内
の
各

種
団
体
や
社
会
福
祉
協

議
会
等
に
寄
付
を
続
け

て
お
り
、
多
少
は
道
志

村
の
社
会
福
祉
の
向
上

等
に
寄
与
さ
れ
て
い
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
方
式
は
他
の
多
く
の

自
治
体
で
も
行
っ
て
い

ま
す
が
、
25
回
連
続
し

て
い
る
こ
と
に
意
義
が

あ
り
、
今
後
も
参
加
者

の
ご
理
解
を
頂
き
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
肝
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
社
会
情
勢
の

変
遷
等
に
よ
っ
て
、
参

加
者
が
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
私
共
役
員
・
理

事
は
、
参
加
基
準
を
見

直
す
な
ど
し
て
一
人
で

も
多
く
の
人
に
参
加
を

し
て
頂
け
る
よ
う
創
意

工
夫
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
意
見
ご

要
望
な
ど
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
今
年
は
10
月

16
日︵
日
︶花
咲
カ
ン
ト

リ
ー
で
第
26
回
大
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で

ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
皆
様

奮
っ
て
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
参
加
希
望
者
は
地
区

理
事
ま
で
連
絡
く
だ

さ
い
。

久
保
地
区

中
野
 
健
一

長
幡
東
地
区坂

 
 
栄
平

長
幡
西
地
区山

口
 
哲
央

菅
谷
 
勝
巳

川
原
畑
地
区佐

藤
 
邦
治

杉
本
 
長
仁

神
地
地
区

平
賀
 
雅
文

山
口
 
祐
輝

善
之
木
地
区池

谷
 
和
也

長
田
 
篤
司

会
 
長

水
  越
 
 茂
  廣

参加者の好意により募金を贈呈参加者の好意により募金を贈呈
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任
期
満
了
に
伴
う
改
選
で
５
月

13
日
に
現
職
４
名
、
元
職
１
名
、
新

人
５
名
の
議
会
が
誕
生
し
、６
月
定

例
会
で
は
７
名
か
ら
多
岐
に
わ
た

っ
て
の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

﹁
議
会
だ
よ
り
﹂
は
前
任
の
経

験
者
の
方
に
教
わ
り
な
が
ら
の
編

集
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
で
活
発

な
意
見
交
換
も
行
い
こ
こ
ま
で
到

達
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

ま
ず
は
学
び
な
が
ら
、
そ
れ
か

ら
自
分
た
ち
の
カ
ラ
ー
を
出
し
て

い
く
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

今
後
は
一
層
の
努
力
を
重
ね
充
実

し
た﹁
議
会
だ
よ
り
﹂と
な
る
よ
う

皆
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
に
愛
読
し

て
戴
け
る
こ
と
を
願
い
編
集
後
記

と
致
し
ま
す
。
 
︵
菅
谷
 
政
文
︶

編
 
集
後
 
記
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広
報
常
任
委
員
会

委
員
長
 
 菅
谷
 
政
文

副
委
員
長
 
 佐
藤
 
長
久

委
 
 
員
 
 杉
本
 
孝
正

委
 
 
員
 
 佐
藤
 
 
進

がんばる人紹介
もっと多くの人に伝えたい・出逢い・感謝・感謝

初
め
ま
し
て
、
道
志
村
で
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
な
わ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
、
管
理
者
の
坂
本
雅
央
と

申
し
ま
す
。皆
様
方
の
支
え
が
あ
り
、

今
年
で
開
設
よ
り
５
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。﹁
道
志
茶
屋
﹂と

い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
は
、
道
志
村
民

の
方
々
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
集
ま
っ

て
お
茶
を
飲
め
る
よ
う
な
、
そ
ん
な

憩
い
の
場
所
に
し
た
い
と
い
う
想
い

で
名
付
け
て
い
ま
す
。今
で
は
、保
育

所
児
と
の
交
流
、
学
童
保
育
と
の
共

有
行
事
、中
学
生
の
職
場
体
験
の
場
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
レ
ク

活
動
、
幅
広
い
村
民
の
方
々
と
の
交

流
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ
し
て
、様
々
な
協
力
関
係
者
の

期
待
を
胸
に
ス
タ
ッ
フ
11
名
と
日
々

最
幸
の
時
間
と
思
い
出
の
１
日
に
し

よ
う
と
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
思
い
返

せ
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
の
５
年
間
で

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
５
年
間
は
よ

り
多
く
の
村
民
の
方
々
に
感
謝
が
返

せ
れ
ば
、
と
い
う
気
持
ち
で
努
力
し

て
行
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に
﹁
道
志
茶

屋
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
よ
﹂
と
言
っ

て
頂
け
る
よ
う
に
多
く
の
仲
間
達
と

大
切
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
き
た
い

で
す
。
是
非
一
度
皆
様
も
遊
び
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

道志茶屋
管理者 坂本  雅央

利用者に手づくりイベント随時開催


